
学校番号 １０１３ 

令和５年度 美術科 

 

教科 美術 科目 ビジュアルデザイン 単位数 ２単位 年次 ３年次 

講座名 デザインワークⅡ 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

デザインワークⅠで学んだことを生かし、デザインの意義や働き、パッケージの持つ力などを商品開発などを通じ

て追求する。 

商品開発ではテーマからニーズや必要なデザインなどを自分で調査し、プレゼンテーションボードを作製して、プ

レゼンを行う。 

 

２ 学習の到達目標 

・商品化するまでのプロセスを、実際にコンセプトを考え制作を行いプレゼンし学ぶ。 

・デザインワークⅠで身に付けた自己の表現力と柔軟なアイデアを出せる力を生かし、社会問題などを中心にデザ

インの役割を考え制作する。 

・作品の着想段階から製作段階へつなげる表現力、計画力を身につけ、デザインの役割、必要性を理解し､ 目的、

条件を的確に捉える力をつける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力  

観
点
の
趣
旨 

・ビジュアルデザインの

持つ働きについて理解

し、身近にあるポスター

やチラシなどに関心を持

つ。 

・デザインを追求しよう

という姿勢で意欲的に制

作できる。 

・人に向けて発信するビ

ジュアルデザインの働き

を考え主題を生成し、表

現の構想を練る。 

・形や色彩などの働きを

考えて創造的で独自性の

ある表現を行うことがで

きる 

・生成した主題や表現媒

体の特質に合わせ、材料

や用具、配色の効果を考

え、工夫して表現する。 

・目的や意図に応じて材

料の特性を生かしたデザ

インを考えることができ

る 

 

・制作者の思いや意図を

感じ取り、発想や構想の

独自性、表現の工夫など

について、多様な視点か

ら分析し理解できる。 

・鑑賞を行い、デザイン

が持つ意義や働きにつ

いて理解する 

評
価
方
法 

作品 

制作途中の作品 

アイデアスケッチ 

企画書 

リサーチ 

プレゼンテーションの

準備 

作品 

制作途中の作品 

アイデアスケッチ 

企画書 

プレゼンテーションの

準備 

作品 

制作途中の作品 

アイデアスケッチ 

企画書 

プレゼンテーション 

作品 

制作途中の作品 

アイデアスケッチ 

企画書 

リサーチ 

プレゼンテーション

感想シート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 商
品
開
発
～
学
校

・
会
社
で
ほ
し
い
も
の
～ 

① 調査する 

学校や会社の現状を調査

し、ニーズのある物品や

空間について考える。 

② 主題を生成する 

ニーズから商品を考案す

る。 

③ 構想を練る 

商品の CTPT を突き詰め、

販売方法も含め、商品の

構想を練る。 

④ 制作する(企画書) 

商品の構想を整理し、企

画書を作る。 

⑤ 制作する(プレゼン

ボート) 

CTPTとパッケージデザイ

ンが伝わりやすいデザイ

ンを創意工夫して描く。 

⑥ プレゼンテーション 

企画書を元にプレゼンボ

ードを使用して発表す

る。完成した作品を相互

鑑賞することで、意図、

表現の工夫などに注目

し、感じたことや考えた

ことについて見方や感じ

方を深める。 

〇 ◎ ◎ 〇 a:ニーズの調査、制作等に

意欲的に取り組み、デザイ

ンを追求することができ

る。 

b:ニーズから主題を生成

し、独自性のある商品の開

発ができる。 

c: 

d: 

 

 

 

 

ア イ デ ア

スケッチ 

 

 

 

 

 

企画書 

 

 

制 作 途 中

の作品 

 

 

作品 

 

 

プ レ ゼ ン

テ ー シ ョ

ン 



２ 卒
業
制
作 

パ
ネ
ル
デ
ザ
イ
ン 

B2パネルに平面もしくは

半立体のデザイン作品を

制作する。 

①鑑賞 

過去の作品、ポスター、

イラスト作品を鑑賞し、

作者の伝えたいことや表

現していることを感じ取

り共有する。 

②パネル準備 

パネルに画用紙を水張り

する。 

②主題の生成 

自己や社会問題から「誰

に対して何を伝えるの

か」を考え、主題を生成

する 

③構想を練る 

人に伝わるデザインとは

なにか、デザインワーク

Ⅰ，Ⅱでしてきたことを

踏まえて構想を練る。 

④制作する 

⑤振り返り 

〇 ◎ ◎ ◎   

３ シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
ト
ー
ト
バ
ッ
グ 

①鑑賞 

シルクスクリーンの作

品、トートバックのデザ

インを鑑賞する。 

②主題の生成と構想 

技法に合わせたシンプル

で主題を表現したデザイ

ンの構想を練る。 

③制作 

版を作り、印刷する 

④振り返り 

〇 ◎ ◎ 〇   

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度    b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能          d:鑑賞の能力 

 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


